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 その結果、液体壁（Liquid Wall）方式では、核融合エネルギー400 MJ、炉チェンバー半径 2、4、8 m の設計条件
で、炭素イオン、水素イオンの照射が始まる直前の時刻まではアブレーションしないが、その後の炭素イオン、水素
イオン、重水素イオン、三重水素イオンのエネルギー付与により第一壁がアブレーションすることが解った。アブレ
ーション深さは、炉チェンバー半径 2 m の場合で 6.5μm、炉チェンバー半径 4 m の場合で 2.3μm、炉チェンバー
半径 8 m の場合は 1.5μm であった。このアブレーション量の評価結果を用いて、排気時間を 0.1 sec として簡単な
排気計算の評価を行ったところ、この時間で爆縮レーザーの照射が可能な圧力まで炉チェンバー内部の真空度が低下
し得ることを確認した。これにより、核融合出力が 400 MJ、炉チェンバー半径が 2、4、8 m の場合で、液体壁炉チ
ェンバーの設計が可能となるパラメータ領域が存在し得ることを示した。 
 固体壁（Dry wall）方式では、同じフルエンス 1.85 J/cm2 で異なる設計条件[1]核融合エネルギーE＝20 MJ、炉チ
ェンバー半径 R＝4 m、[2]核融合エネルギーE＝80 MJ、炉チェンバー半径 R＝8 m において、第一壁にタングステ
ンを用いた場合の第一壁の温度変化の評価を行った。ここで、[2]の条件は、爆縮レーザーの繰り返し数を 10 Hz、核
融合エネルギーの電気への変換効率を 30％とすると、24 万 KW の小型発電プラントに対応する。評価の結果、固体
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合出力 400 MJ のうち、約９％にあたる 37 MJ を占め、炭素粒子あたり 1 MeV 程度の運動エネルギーを持つ。x 線
の全エネルギーは、4 MJ であり、スペクトルピークは、数 10 eV にある。燃料のうち 40％程度が核融合反応に使わ










Anisimov モデルとも良い一致を示すことが説明された。炉半径２、４、8 m の場合、それぞれ炭素などの粒子のア
ブレーションにより、3.7 kg、5.2 kg、14 kg 程度の表面がはがれ、その深さはそれぞれ、7μm、2.3μm、1.5μm
であることが示された。これらアブレーションによる真空の劣化は、10 ヘルツの繰り返しを想定した場合、十分にレ
ーザーショット間隔内の時間で回復可能であることが示された。 
 第六章は、固体壁としてタングステンを取り上げた。核融合出力 20 MJ（炉半径＝4 m）、80 MJ（炉半径＝8 m）
を想定した。x 線によるエネルギー付与は、壁温度を 20 K 程度の上昇に留まり非常に小さい。両方の場合、最終的に
固体壁は、400-500 K 温度上昇し、1600 K 程度となるが、タングステンの融点 3660 K には達しない。炉半径は、大
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きくなるほど、熱伝導時間が長くとれるため、炉半径 4 m と 8 m の場合を比較すると、100-150 K 程度温度上昇を
抑えることが可能となる事が示された。 
 第七章は、結論であり、各章のまとめが箇条書きにて示されている。 
 以上のように、本論文は、レーザー核融合炉設計において重要な、第一壁候補である液体鉛と固体タングステンに
ついて、独自の計算モデルを用いてアブレーション及び温度上昇に対し設計可能なパラメータ領域が存在することを
示しており、よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
